                                                                        実施日　　平成15年2月3日（月）　　3時限目 12:30～13:30　A24
平成14年度　後期試験[　統計工学]    問題担当教員（赤木）持込（禁止）持込許可のもの[筆記具，電卓]
問題１ 次の空欄［     ］に、解答群の中から適当な用語を選び、代入せよ。

（1）［        ］的方法とは、［     　   ］に応じて［     　   ］を正しく計画し、これによって得た［        ］を正しく解析して［        ］のある［        ］を導く方法である。

                                    解答群： データ、客観性、結論、統計、目的、実験      （12）
（2）母集団の状態を現す数値、たとえば製品の長さとか重さを［        ］という。この値が、全く同じで均一であればよいが、必ず［        ］いる。この状態すなわち［          ］の状態を知ることが、製品の品質特性を知ることになる。

  ばらつきの原因を［          ］というが、それには、偶発的なものと異常なものとがある。統計的方法の目的は、母集団の状態を知ること、母集団に対する知識を得ることであるが、具体的には［           ］なばらつきの原因を究明し、それに対して処置を取ることである。

  母集団の分布の形状は［        ］で示される。また数値では、分布の［           ］を示す平均値とか、分布の［          ］を示す標準偏差といった数値で示される。

          解答群：  ばらついて   ばらつき具合    異常    中心位置      特性値    度数分布     分布    要因   (16)

（3）データの分布状態を図示し、目で見て直感的に分布がわかるように工夫する。そのやり方は決まっている。すなわち、データの中にある幅の値が何個あるかを表にまとめたものを［               ］表といい、それを棒グラフで図示したものを［              ］という。

  表計算ソフト［              ］では、=［                 ］(データ配列,区間配列)で度数分布表を即座に計算できる。

                                                 解答群：   Excel      FREQUENCY    Windows  ヒストグラム    度数分布   （8）

（4）ここに、10個のデータがある。その統計量を計算するために、表計算ソフトExcelを利用する。Windowsデスクトップのメニュバーにある［           ］を左［           ］し、プルアップしたメニューから、 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)  を選び、Microsoft Office／ Microsoft Excel を選び、左クリックすると、Excelが立ち上がり、新しい［               ］が開く。

　そこで、セルA1からセルA10までにデータをキー入力し、それらの合計、平均、分散、標準偏差、変動係数を求める。

　使用する関数は、合計   =［         ］(A1：A10)、平均   =［           ］(A1：A10)、分散   ​=［         ］(A1：A10)、標準偏差 =［        ］ (A1:A10)である。これらの式を順にセルA11からセルA14までにキー入力すると、即座に結果が求まる。

　変動係数は、（［          ］）／（［            ］）で求めるので、セルA15に式 =［          ］をキー入力して求める。

      解答群： A14/A12   AVERAGE    STDEV   SUM   VAR   Windows     クリック    スタート    ワークシート    平均     標準偏差     (20)
（5）測定値から［          ］を引き、その値を［          ］で除した値は、平均が０、標準偏差１の分布となる。この操作を測定値の［          ］化という。ちなみに入学試験に使う偏差値は、10倍して50を加え、平均50標準偏差10にしたものである。

                                                                                          解答群： 基準      標準偏差    平均      (6)

（6）計量値と計数値を比較した場合、[　　　　　　]は、標本を測ってその値を読み取るので、手間と費用がかかるが、その反面、情報量が[　　　　　]。[　　　　　　]は、測定費用とか手間が簡単ではあるが、情報量は[　　　　　　]。従って、解析の初期、開発、研究の段階では、計量してデータを取り、詳しく情報を得るが、工程が安定し、維持、管理の段階になると、不良品の数とかを取り、測定の手間と費用を省き、工程の監視を行うことになる。

解答群：計量値　　計数値　　多い　　少ない　　(8)
（7）母集団を構成する要素の特性値が２変数の場合、すなわち生徒の英語と数学の得点とか、身長と体重とかの二つの変数の間の関係の強さを示すため[　　　　　　　　]を用いる。二つの変数ｘとｙとの間に関係がある場合、[　　　　　　　　]を求める。それをy=ax+b とすると、aは直線の傾きで、bはｙ切片である。その場合に、[　　　　　　　　　　]法を用いるが、Excelの関数によれば、傾きaは、=[　　　　　　　　　](yのデータ配列,xのデータ配列)、ｙ切片は =[　　　　　　　　](yのデータ配列,xのデータ配列)で求める。
解答群：　回帰直線　　最小自乗　　相関係数　 INTERCEPT　　 SLOPE　　(10)
問題２  次の文中の空欄［     ］に、解答群の中から適当な用語を選び、代入せよ。

計量値である二つの母数についての推定と検定を行う。
ここで、二つの母集団A,Bからそれぞれ標本を取出し、母分散σA2，母平均μA である母集団Aからの標本測定値をxA1,xA2,……,xAi,……,xAnAとし、母分散σB2，母平均μB である母集団Bからの標本測定値をxB1,xB2,……,xBi,……,xBnBとする。

（１） 二つの母分散の比の区間推定・検定では、 F=[　　　　　　　　　　　　]が自由度φA=nA-1、φB=nB-1のF分布に従うことを利用する。

  ここで、F分布表を利用する代わりに、Excelの統計関数 =[　　　　　　　　　　　　](α，φA，φB)を利用して確率変数値を求める。

  検定は[　　　　　　　　]と仮定して検定基準F0=[　　　　　　　　　]を計算し、両側検定では限界値F(α/2,φA,φB)、あるいは片側検定ではF(α,φA,φB)と比較し、F0が大きければ危険率αで[　　　　　　　　]とする。その際、標本分散の大きい方を分子へ持ってくる。

（２） 二つの母平均の差の検定で、二つに対応のない場合で、母分散の値がわかっている場合には、規準型正規分布ｚを利用して行う。ここで、z=[　　　　　　　　　　　　　　　　　　]である。区間推定では、zの信頼限界の値z(-α/2),z(α/2)を表から求め、ｚの式を両側から挟んで(μA-μB)について解いて求める。検定では、[　　　　　　　　　　　　　]と仮定してz0の値を求める。そして、それを限界の値z(-α/2),z(α/2)と比べる。あるいはz(-α),z(α)と比べる。前者を両側検定、後者を片側検定と呼ぶ。

  ここで、Excelの統計関数で、z(α)の値は、=[　　　　　　　　　　　　　](α)で求める。

  母分散の値が分からない場合には、母分散の推定値として標本分散vA2，vB2を使用し、t=[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]がスチューデントのｔ分布に従うことを利用する。

  Excelの統計関数には、=[　　　　　　　　　](配列１，配列２，尾部，検定の種類)があり、これを利用すると、二つの標本が平均値の等しい母集団から取り出されたものであるかどうかを確率的に予測できる。ここで、配列１、配列２へは2組のデータを含む配列またはセル参照を指定する。尾部へは１を指定すると片側分布が、２を指定すると両側分布が使用される。検定の種類へは実行するｔ検定の種類を数値で指定する。１は対をなすデータのｔ検定、２は等分散の２標本を対象とするｔ検定、３は非等分散の２標本を対象とするｔ検定である。

解答群   (x-μ)/√ｖ2/n   　    (x-μ)/√σ2/n    　　　 {(xA-xB)-(μA-μB)}/(√σA2/nA+σB2/nB)   　　 {(xA-xB)-(μA-μB)}/(√ｖA2/nA+ｖB2/nB)　　　　Σ(xi-x)2/(n-1) 　　　  vA2/vB2  　　　 vA2/σA2/vB2/σB2   　　　　CHIDIST     　　　 CHIINV   　　　 FINV   　　　-NORMSINV　　　　　 Ｓ／σ2   　 TTEST  　σA2＝σB2    μA=μB　　既知     未知  有意である　有意でない　　　　　　　(20)
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